
この度、第14回日本消化器癌発生学会総会を金沢で開

催させていただきますことを、大変光栄に存じますとと

もに、昨年新しく理事長にご就任された杉町　圭蔵先生

をはじめとする諸先生方に深く感謝申し上げます。学術

集会は平成15年９月11日（木）、12日（金）の二日間、

ホテル日航金沢で行う予定で鋭意準備中であります。

今回の主題として、「消化器における癌予防」を選択

させていただきました。癌予防は21世紀のoncologyにお

ける重要なテーマのひとつであります。手術、放射線、

化学療法など癌に対する各種の治療が格段に進歩したこ

とはすばらしいことですが、依然として手に負えない高

度に進行した癌も存在し、また治療には患者さんのみな

らず家族に多大な負担がかかるのも事実であります。さ

らに最近では医療費の高騰により国家予算の逼迫も危惧

されるようになり、癌の発生そのものを抑制する「癌予

防」の考え方が注目されるようになったわけです。本学

会は消化器癌の発生に関する研究を主眼においてきた経

緯があり、まさに旗手としてこの分野をリードして行く

べきであろうと考えております。

第14回の学会では、癌発生の予防のみならず、いわゆ

る前癌病変と考えられている疾患たとえば大腸腺腫、ヘ

リコバクター胃炎、Barrett食道、Ｃ型肝炎などの発生

の予防も対象にしたいと考えております。また方法につ

いても、chemoprevention、surgical intervention、各種

の食物による予防など、幅広く演題を募集したいと存じ

ます。このテーマについて、疫学的、臨床的、分子生物

学的、医療経済学的なアプローチから検討していただき

たいと思います。特に発生頻度の高い胃癌、大腸癌、肝

癌に関しまして、その予防をテーマに三つの特別シンポ

ジウムを企画させていただきました。

また特別講演として、ジョンズ・ホプキンス大学の

John W. Harmon教授に、十二指腸液の食道への逆流が

もたらす影響について、Barrett食道・食道腺癌の発生

や、それらの予防について、ご講演をいただく予定です。

本学術集会が、癌予防研究の発展につながることを期

待して、ぜひたくさんの先生方からの演題の応募をお待

ちしております。９月の金沢は残暑の中にも秋の気配が

感じられる頃です。皆様のご参加を重ねてお待ちしてお

ります。



第13回日本消化器癌発生学会総会は、門田守人当番会長

のもと、平成14年９月5～6日の２日間にわたり、大阪、豊

中市の千里ライフサイエンスセンターで開催されました。

今学会では、基調テーマを「消化器癌における基礎と臨

床の接点」とし、あえてシンポジウム、パネルディスカッ

ション、ワークッショップの主題を前もって決めずに、消

化器癌における前癌病変、発癌予測、予防、分化制御、炎

症の関与、遺伝子解析、遺伝子変化、エピジェネティック

な変化、分子標的治療、転移の基礎と臨床、抗癌剤・放射

線感受性、免疫療法、遺伝子治療、二次発癌など様々なテ

ーマで広く演題を募集させていただきました。その中より、

基礎的研究から臨床研究につながる優れた演題を選び、シ

ンポジウムとしてして「消化器癌における遺伝子異常」、

「消化器癌転移の基礎と臨床」、「消化器癌における網羅的

遺伝子解析-基礎と臨床-」の３項目、パネルディスカッシ

ョンとして、「Helicobacter pylori感染と胃癌」、「消化器癌

にける抗癌剤、放射線感受性」の２項目、ワークッショッ

プとして「環境因子と消化器癌の発生・進展」、「消化器癌

における免疫治療・遺伝子治療」、「消化器癌の分子標的」

の３項目を企画させていただきました。本学会の特徴であ

る「自分の専門領域のみならず広く消化器各

臓器の癌に対する新しい知見が得られる」こと

に役立つことができたと考えます。また、今回

は、臨床研究の基本に立ち戻り、「症例から振

り返る」というセッションを設け、消化器癌の

発生や進展を研究していくために興味ある示唆

に富む症例報告をして頂きました。派手さは無

くとも基調テーマである「基礎と臨床の接点」

のもっともprimitiveな点を反映したセッショ

ンであったかと思います。

特別講演として、消化器癌とくに大腸癌の発

生と進展に関わる分子生物学的研究において

数々の業績をあげられているミシガン大学教授

でEric R. Fearon, MD, Ph.D 教授に"Insights

into the Molecular Alterations Underlying the

Pathogenesis of Colorectal Carcinoma".と言う

演題でご講演いただき、消化器癌発生の典型的

なモデルである大腸癌における最新の研究成果

を聞くことができました。さらに、セミナーと

して、基礎的な研究から消化器癌の予防につな

がるご講演としてCOX-2と消化器癌に関する話

題を京都大学の武藤先生に、基礎的研究から臨床研究への

橋渡しとして、DNAアレイを活用したテイラード癌化学

療法の話題を広島大学の西山先生にご講演いただきまし

た。また、基礎研究から得られた成果を臨床に反映した研

究成果として、肝転移に対する動注療法の話題を東海大学

の貞廣先生に、肝癌に対する新しい治療戦略の話題を大阪

大学の左近先生にご講演していただくことが出来ました。

参加者総数は約250名と必ずしも大きな学会ではありま

せんでしたが、参加者の皆様のおかげで、最新の研究成果

に対して基礎的な面からと臨床的な面から活発な議論が繰

り広げられ、「消化器癌における基礎と臨床の接点」とい

う基調テーマを満足させる学術総会が行えたものと思われ

ます。これも参加者の皆様と総会の運営に協力していただ

いた大阪大学大学院病態制御外科の医局員の皆様のおかげ

であり、この場をお借りして、お礼を述べさせていただき

ます。

第13回日本消化器癌発生学会事務局　担当：
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消化器癌における遺伝子異常

座長：

消化器癌の発生、浸潤転移における遺伝子異常の解析、

ならびにその臨床応用に関する10演題の発表があり、各

演題に活発な討議が展開された。

食道癌におけるコネキシン43遺伝子高発現は浸潤転移や

抗癌剤感受性に関与する。胃癌についてはMMP-1

promoterにおける2G alleleの存在、p53 related protein

kinase（PRPK）発現、Rasシグナル伝達系に関与する

RIN1 variant遺伝子やp27制御因子Skp2（S-phase

kinase-associated protein2）の発現異常が胃癌の発生、

浸潤転移に関与し悪性度の指標となる可能性が示唆され

た。また、新しいメチル化スクリーニング法（MCA法）

により胃癌で不活化している新たな癌抑制遺伝子の同定

の可能性が示された。一方、大腸癌においては前述の

RIN1 variant 遺伝子、DNA修復遺伝子であるO6-

methyl-DNA methltranseferase（MGMT）の機能異常、

βカテニンの特異的活性化、brain-type glycogen

phosphorylase（BGP）が大腸癌の発生、浸潤転移に関

与していることを示した。また、大腸癌肝転移に関与す

る遺伝子群を新しい解析処理（ニューラルネットワーク

処理）により同定し、臨床応用する試みなどが報告され

た。これらの研究が臨床の場で利用される日が来ること

を念じている。 （塩崎均）

消化器癌転移の基礎と臨床

座長：

本シンポジウム消化器癌転移の基礎と臨床は９題の演

題が多種多様で、いづれも質の高いものであったが、紙

面の関係上、特に司会者が興味深いと思われた２～３を

取り上げてみたい。

まず演題１（札医大第１外科）はヒト胃癌細胞株から

樹立した高転移株についてDNA chipを用いて様々な遺

伝子発現の変動を明らかにしたものであるが、今後は患

者材料での検討が必要と思われた。演題２（熊本大第２

外科）は胃癌患者の腹腔洗浄液中の癌細胞をCEAや

CK20のRT-PCRで検出する試みで、今後の治療への応用

が期待された。演題４（大阪成人病センター病理）はガ

ストリン前駆物質（G-Gly）がMMPの活性化、産生亢進

を介して大腸癌の浸潤を促進することを示し、演題５

（大阪市立大腫瘍外科）は膵臓由来uPAが、やはり癌に

由来するTrypsinsogenを活性化し浸潤を強めることを明

らかにしたもので、いづれもきちんとした研究であった。

演題６（奈良県立医大がんセンター腫瘍病理）は癌細胞

が産生するIL15とHIF1の増加を介して腫瘍周囲のVEGF

発現が誘導されることを示したユニークな発表であっ

た。会場は最後まで熱気溢れる討論が続いた。

（新津洋司郎）

消化器癌における網羅的遺伝子解析
－基礎と臨床－

座長：

本シンポジウムでは消化器癌に発現する遺伝子を網羅
的手法を用いて解析し、それを臨床応用する試みを行っ
ている研究が７題発表された。
最初の４題は遺伝子発現プロファイル解析をより効率

的に行うための改良あるいは工夫についての報告であっ
た。まず東京大学の大塚らは消化器の各臓器の遺伝子発
現プロファイルの検討から、異なる臓器組織では発現遺
伝子が大きく異なること、このため効率的な研究のため
には消化器系組織に特化したcDNAセットが必要である
ことを報告した。次に札幌医大の豊田らはゲノム上の
p53結合配列を瞬時に予測できるコンピューターシステ
ムを開発し、従来の煩雑で労力の多い作業の飛躍的効率
化に成功したことを報告した。また大阪大学の竹政らは
DNAチップを用いた遺伝子発現プロファイルから得ら
れた膨大な情報を、効率良く解析するための手法につい
て二つの手法を比較しながら報告した。さらに大阪大学
の黒川らは、ATAC-PCRの技術を用いたPCR-arrayの有
用性と可能性を示した。いずれも今後このような解析を
進める上で重要な課題になると思われた。
次の３題はcDNAマイクロアレイを実際に臨床応用し

ようとする発表であった。東京大学の伊地知らはcDNA
マイクロアレイをシグナル伝達経路の研究に応用し、膵
癌細胞ではTGF-betaシグナル伝達経路のなかでSmadに
依存しない経路があることを明らかにした。最後の２題
はcDNAマイクロアレイを抗癌剤感受性の予測に利用す
る研究で、横浜市立大学の清水らは5-FUに対する大腸癌
の獲得耐性株の検討より、5-FU感受性予測遺伝子セット
を作成し、その有用性を示した。また東京大学の森山ら
は同様に肝癌細胞を用いて5-FU, IFN-alpha併用療法に
関する遺伝子を抽出し、その有用性を報告した。
以上本シンポジウムでは消化器癌の網羅的遺伝子解析

をcDNAマイクロアレイを用いて行う際の工夫、実際の
有用性などについて報告された。種々の解決すべき問題
はあるにしても、cDNAマイクロアレイを用いた網羅的
遺伝子解析研究は今後汎用され、多くの有益な情報をも
たらすものと期待される。 （森　正樹）

消化器癌の分子標的
座長：

消化器癌の診断、治療への応用が期待される新たな分子
標的についての５演題が発表された。臓器特異的な分子
標的に関しては、SEREX法による検索から肝細胞癌特
異的分子標的としてPSMC3、p27BBP、ribosomal
protein L30が見出され（上村ら、岡山大）、COX-2阻害
剤が線維芽細胞由来のCOX-2を抑制することによりスキ
ルス胃癌の増殖を抑制する可能性が中澤ら（大阪市大）
から報告された。また、堀内ら（獨協医大）はヒト胆嚢
癌細胞NOZヌードマウス同所性移植モデルを確立し、
MAPK阻害剤による増殖、浸潤、転移能の抑制を確認し
た。機能特異的分子標的では、線虫類胎生期細胞移動規
定遺伝子の相同遺伝子Grb7の単離と、そのシグナル伝達
部位をターゲットとした11アミノ酸の非リン酸化環状ペ
プチドが特異的阻害作用を有するこが発表され（田中ら、
九州大）、また、細胞周期関連分子標的としてDNA損傷
により発現誘導されるT-fimbrin遺伝子がG2/Mチェック
ポイントに関与し、その抑制が癌治療の標的となる可能
性が報告された（佐々木ら、札幌医大）。 （横崎　宏）



九州中央病院　院長　

この度、本学会の創設者である大原毅先生の後を引き

継いで本学会の理事長に就任致しました。微力ではあり

ますが、本学会の発展の為に全力で努力したいと考えて

います。

御存知のように本学会は1989年に誕生した消化器癌発

生研究会が母体となり、1997年に学会へと発展致しまし

た。本学会の特色は、消化器癌の前癌病変から発生、進

展、転移はもとより、発癌予測、予防、遺伝子解析、分

子標的治療、抗癌剤・放射線感受性、二次発癌などに関

する最先端の研究を、基礎の研究者と臨床医がそれぞれ

の立場から発表し、ホットなディスカッションを行い、

多くの新しい情報を世界に向けて発進しています。

しかし、この学会がまだ若いということもあり、現在、

いくつかの問題点をかかえております。その中でも最も

大きなものは機関誌の問題であります。これまではイタ

リ ア か ら 発 行 さ れ て い た JECCR（ Journal of

Experimental and Clinical Cancer Research）にお願い

して本学会で発表された優秀な演題を掲載していただ

き、機関誌としての役割を持たせていました。ところが、

すばらしい研究であっても原著論文は１回だけであり、

同じ内容の原著論文を２篇書くことはダブルパブリケー

ションになることもあり、これまで優秀な研究を発表さ

れた方がJECCRには喜んで投稿してただけないという現

実がありました。場合によっては投稿をお願いしても断

られることもありました。毎年多額のお金をJECCRに払

って、本学会からの論文を掲載していただくのであれば、

会員が自分の仕事を是非掲載したいと思うような雑誌と

提携できないものだろうかと考えています。

また、本学会は消化器癌の発生に関する研究を専門的

に行う間口が狭く、奥行の広い学会でありまして、現在、

会員数は約900名とごく限られておりますので、会員数

をもっと増やし、学会の活性化を計りたいと考えており、

この分野の研究に興味をお持ちの方々の入会を心よりお

待ちしています。

理 事 長　　　杉町　圭蔵

理　　事（15名）

愛甲 孝　　井藤 久雄　　今井 浩三　　上西 紀夫

北島 政樹　　小西 文雄　　杉町 圭蔵　　立松 正衞

寺野 彰　　平田 公一　　磨伊 正義　　三輪 晃一

森　 正樹　　門田 守人　　安井 弥

会　　長　　　三輪　晃一

次期会長　　　今井　浩三

監　　事（２名）

小俣 政男　　小川 道雄



この学会もこのたびの門田守人教授の主催で13回を迎

えることが出来ました。

1988年に呱々の声をあげてから早いものです。始めは

いつ潰れてもおかしくないようなものでしたが、回を重

ねるにつれてその地位も確立し、医学界でも確固たる位

置を占めるようになりました。これも皆様のご努力のお

かげと、何よりもよい発表をし、その結果を英文論文と

して世に出すことに努めてきたからでしょう。もちろん

分子生物学という時流にも乗ったこともあるのでしょう

が、目覚ましく発展いたしました。

本学会は仕事をしている人のための学会で、したがっ

て当初より定年制を設けました。すでに定年を迎えられ

た方も居られますが、今回創立以来のメンバーである、

恩田昌彦先生それに私が定年により役職を引退します。

また初期からきわめてアクティブにこの会を発展させて

くださった内田雄三、田原榮一両先生も引退されます。

次の理事長には杉町圭蔵先生をお願いし、私は名誉理事

長にさせていただきました。

このように創成期メンバーは徐々に舞台から去ります

が、この学会が非常にユニークな学会として、つまりす

べての消化器を通覧して討議するという縦の糸と、基

礎・臨床の壁を取り去って討議するという横の糸とで結

ばれているという特徴を遺憾なく発揮して、更に更に発

展していくことを心から願っております。もともとこの

学会は「逆転の発想」から生まれました。つまり癌の発

生の仕組みを知れば、そのことを通じて癌の抑制・予防

が出来るという考え方です。最初の時にある教授から、

「普通は癌の予防の学会を作るものだが、逆に癌を発生

させる学会を作るなんて面白いね」と言われたことを今

だに思い出します。

学会誌に関して言えば、最初は日本語の「消化器癌の

発生と進展」を10巻まで出しました。よくまとまった今

でも思いでのある雑誌ですが、プロシーディング形式な

ので日本の学会では原著として認めないのです。そこで

杉町教授にたいへんなお手間をかけてCan c e rの

Supplementとして２巻、その後は新潟青陵大学の曽我

淳教授にお世話いただいて現在のJECCR（Journal of

Experimental & Clinical Cancer Research） の

collaborative Journalになっているのです。良い論文を

英文で発表できる場を作りたいという思想は今でもつづ

いているのです。

これからも問題点は、英文誌と国際会議でしょう。杉

町理事長と会員の皆様のご協力により、大きく発展する

ことを念願しています。何と言ってもこのような趣旨の

学会は世界に類を見ないのですから。
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機関誌の変更の件について杉町理事長、上西担当理事より説明

があった。

本会の機関誌として現在JECCRがあるが、よりレベルの高い雑

誌への変更を模索中であり、この経緯が報告された。かなり具体

的に話が進んでいたAm J Gastroenterol との交渉は出版社の変更

の可能性を理由に中断している。この間に他誌との交渉を進める

ことが提案された。当方の交渉条件として、補助金額（年間500万

円）、本会で責任をもって査読した論文は年20編程度は無条件に掲

載する事が譲れない基本事項として確認された。次のステップと

して、当該誌が本会の機関誌であることを記載してもらうこと、

本会会員が割引価格で当該誌を購読できることなども交渉課題と

なることが挙げられた。

交渉する雑誌としては、GastroenterologyやThe Lancet

Oncology、Annals of Surgical Oncologyなどが提案された。又、

日本と欧米における学会誌や学術刊行物の出版事情の相違につい

て討論がなされた。

第３回消化器発癌国際会議について安井・井藤両教授より説明

があった。

Munchen 工科大学Hoefler 教授を会長として開催予定であった

2002年３月の学会が中止となり、2004年２月にMD Anderson

Cancer Center のLevin教授がHoustonで学会を開催予定であった

が、事務局の行なったアンケートの結果、出席予定者が少なく、

開催は困難との報告があった。この為、第３回を繰り上げて日本

で行い学会の活性化を図った上で、第４回をLevin 教授にお願い

するような方向で調整中である。具体的には今井教授が当番会長

を務める第15回日本消化器癌発生学会（札幌、2004年８月19・20

日、ロイトン札幌）との共同開催の形を検討中である。会長は第

４回を予定していた上西教授が繰上げで務める。どの部分を国際

学会で行なうか、発表を英語にするセッションをどのようにする

か、海外から招聘する先生の人選などが今後の検討課題として挙

げられた。

第14回本会総会の準備状況が三輪晃一教授代理の藤村隆講師か

ら報告された。会場は金沢のホテル日航で、本年９月10日（水）

に理事会・各種委員会・評議員会、11・12日（木・金）に学術集

会を開催する。来週には評議員の先生方へポスターと演題募集要

項の発送を行なう予定である。演題登録はオンライン登録とのこ

とで５月から６月10日を予定している。

次回総会の会告などを掲載したニュースレターが３月末発送を

目処に準備中と報告された。

国際学会の繰上げに伴い上西教授が次々回当番会長を辞退し、

代替の会長の人選を行なうこととなった（鹿児島大学の愛甲孝教

授の名前が挙がった）。

基本としては外科、又は病理基礎の領域で選考を行うこととした。

出　席（敬称略）
杉町　圭蔵（理事長），井藤　久雄，今井　浩三，上西　紀夫，立松　正衞，

藤村　隆（三輪晃一代理），安井　弥，森　　正樹，門田　守人



一昨年９月のテロ問題がようやく落ち着きを見せてきたところに、イラクに対する攻撃やSARS流行など、世界を揺るが

す事件が続発しています。今年はAACRも直前に延期となってしまいましたが、一日も早く世界に平穏な日が訪れ、第３

回消化器発癌国際会議（来年８月、札幌）では海外からも多くの研究成果の発表がなされるよう切に祈っているところで

あります。

さて、本年の第14回日本消化器癌発生学会総会は三輪教授が金沢の地で開催して下さいます。本会（当時は日本消化器

癌発生研究会でした）の第４回総会（会長：磨伊教授）も金沢で行われました。当時に比較すると自分達の周りの環境は

ずいぶんと変化しております。研究面では分子生物学的手法の発達とゲノム解析の進展により、ずいぶんと研究方法が変

化してきました。臨床面でも手術手技の変化など、時代においていかれないよう頑張らなければと感じる毎日です。ただ、

よくよく見てみますと、手技手法が変わったところで『研究のための研究』になることなく、根底に流れる『患者さんの

ために』という理念は変化が無いように思います。金沢の地で

の本会総会開催を機に11年前を思い起こし、新鮮な気持ちで今

後の医学研究と医療に向かっていきたいものだと考えておりま

す。

（学会事務局幹事）

2004年８月19日、20日札幌に於いて第３回消化器発癌国際会議を開催致します。札幌医科大学第１内科今井浩

三教授開催の第15回日本消化器癌発生学会との共同開催となります。「Inflammation and Carcinogenesis」

「Cancer Chemoprevention」「Cancer Invasion and Metastasis」をメインテーマと致します。近日中に、ファー

ストサーキュラーを会員の皆様にお送り致しますが、国内外から多くの方のご参加をお待ちしております。
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